
(57)【要約】

【課題】トレッドパターン全体のネガティブ率及びエッ

ジ成分を増やすことなく、空気入りタイヤの雪上操縦安

定性を向上させる。

【解決手段】

　空気入りタイヤ１０において、前記タイヤ１０のトレ

ッドは装着時に内側、外側を指定する非対称トレッドパ

ターンを備え、このトレッドパターンはリブ又はブロッ

ク２０に複数のサイプ２２を有し、前記パターンのリブ

溝１２に関するネガティブ率は装着外側が装着内側より

大であり、前記パターンのラグ溝１４に関するネガティ

ブ率は装着外側が装着内側より小であり、前記パターン

のショルダー部ブロック長は装着外側が装着内側より大

であり、前記パターンのショルダー部サイプ２２の間隔

は装着外側が装着内側より大であり、更に、前記パター

ンのショルダー部における単位幅当たりのサイプ２２の

エッジ成分は装着内側が装着外側より大である。

【選択図】           図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ イ ヤ の 周 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 の リ ブ 溝 と 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の リ
ブ 溝 と 交 差 す る 複 数 の ラ グ 溝 と 、 前 記 リ ブ 溝 及 び ラ グ 溝 に よ り 区 画 さ れ た リ ブ 又 は ブ ロ ッ
ク か ら な る ト レ ッ ド パ タ ー ン を 備 え た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、
　 前 記 リ ブ 又 は ブ ロ ッ ク に 複 数 の サ イ プ を 有 し 、 前 記 パ タ ー ン の リ ブ 溝 に 関 す る ネ ガ テ ィ
ブ 率 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ り 、
　 前 記 パ タ ー ン の ラ グ 溝 に 関 す る ネ ガ テ ィ ブ 率 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 小 で あ り 、 前 記
パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 ブ ロ ッ ク 長 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ り 、 前 記 パ タ ー ン の
シ ョ ル ダ ー 部 サ イ プ 間 隔 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ る こ と を 特 徴 す る 空 気 入 り タ イ
ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、
　 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 は 装 着 内 側 が 装
着 外 側 よ り 大 で あ る こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ な い し ２ に 記 載 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、
　 前 記 パ タ ー ン の セ ン タ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 が 、 前 記 パ タ ー ン
の シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 装 着 外 側 、 装 着 内 側 の 単 位 巾 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 ど ち ら に
対 し て も 大 で あ る こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ 、 と く に 雪 道 を 走 行 す る 車 両 に 用 い 雪 上 操 縦 安 定 性 能 を 向
上 さ せ た 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 一 般 に 、 ト ロ イ ド 状 ラ ジ ア ル カ ー カ ス の ク ラ ウ ン 部 周 上 に 、 複 数 枚
の ベ ル ト 層 と ト レ ッ ド を 順 次 備 え 、 ク ラ ウ ン 部 周 上 に 路 面 と の グ リ ッ プ 性 能 を 高 め る た め
に ト レ ッ ド 部 を 備 え て い る 。 こ の ト レ ッ ド 部 は 、 路 面 に 接 触 す る 踏 面 部 に タ イ ヤ 周 方 向 に
延 び る 複 数 本 の リ ブ 溝 （ 周 方 向 溝 ） を 形 成 し て 複 数 の リ ブ 列 を 形 成 し 、 更 に 、 こ の リ ブ 列
に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 多 数 の ラ グ 溝 （ 横 溝 ） を 適 宜 間 隔 を も っ て 形 成 す る こ と に よ り 構
成 さ れ 、 こ れ ら リ ブ 溝 と ラ グ 溝 と に よ っ て ブ ロ ッ ク （ 陸 部 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 、 冬 用 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 雪 道 を 走 行 す る 場 合 に は 、 タ イ ヤ が
雪 道 を グ リ ッ プ し き れ ず に タ イ ヤ が 雪 面 上 を ス リ ッ プ す る と い う 難 点 が あ る 。 そ こ で 、 雪
道 に お け る 発 進 時 の 加 速 ・ 制 動 性 や 雪 上 操 縦 安 定 性 を 改 良 す る た め に 、 タ イ ヤ ト レ ッ ド パ
タ ー ン の ブ ロ ッ ク に サ イ プ を 設 け る 設 計 が な さ れ て き た が 、 雪 上 性 能 を 確 保 し よ う と し て
サ イ プ を 増 加 さ せ る と 、 舗 装 路 で の 操 縦 安 定 性 が 確 保 で き な い と い う 難 点 が あ る 。 ま た 、
雪 上 に お い て も 、 サ イ プ エ ッ ジ を 増 や し 過 ぎ る と ブ ロ ッ ク 剛 性 が 低 下 し て 雪 上 操 縦 安 定 性
が 悪 化 す る 。 そ の た め 、 単 に サ イ プ を 増 や し て 雪 上 性 能 を 向 上 さ せ よ う と す る 手 法 に は 限
界 が あ る 。
　 特 に 、 車 両 の 旋 回 時 に お い て は 、 旋 回 時 の 車 輪 の 装 着 外 側 は 荷 重 移 動 に よ り 接 地 圧 が 高
く な る た め 前 記 サ イ プ を 増 や し た 場 合 ブ ロ ッ ク 剛 性 が 不 足 し 、 こ れ に 対 処 す る た め に サ イ
プ を 減 ら し て ブ ロ ッ ク 剛 性 を 高 め る と 、 タ イ ヤ が 雪 面 を グ リ ッ プ で き ず 十 分 な 加 速 ・ 制 動
等 が 得 ら れ な い と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 問 題 を 直 接 解 決 し 得 る 従 来 技 術 は こ れ ま で 存 在 し て お ら ず 、 た だ 、
類 似 し た も の と し て は 、 ネ ガ テ ィ ブ 率 の 面 か ら は 互 い に 背 反 関 係 に あ る 氷 上 走 行 と 雪 上 走
行 で の 走 行 性 能 の 両 立 を 図 る た め 、 そ の タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 溝 構 成 及 び 陸 部 に 設 け る サ イ
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プ の 配 置 に 改 良 を 加 え た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 た だ 、 こ の タ イ ヤ で は 旋 回
時 に お け る 荷 重 移 動 に よ り 接 地 圧 の 増 加 を 考 慮 し て お ら ず 、 従 っ て 、 こ の ト レ ッ ド パ タ ー
ン で は 雪 面 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 前 記 問 題 を 解 決 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 タ イ ヤ の 旋 回 時 、 外 側 と な る ト レ ッ ド 部 分 が 内 側 の ト レ ッ ド 部 分 に 比 べ て 、 よ り
大 き な 力 を 負 担 す る こ と と な る こ と か ら 、 ト レ ッ ド の 外 側 領 域 に ジ グ ザ グ 周 方 向 溝 を 設 け
て 、 し か も 、 こ の 溝 の １ ピ ッ チ 当 た り の 溝 縁 長 さ の 合 計 の 値 を 大 き く す る こ と に よ り 、 雪
路 上 の コ ー ナ リ ン グ に お け る エ ッ ジ 効 果 を 顕 著 に 高 め て 耐 ス リ ッ プ 性 を 含 む ス ノ ウ 性 能 を
向 上 さ せ た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
　 し か し な が ら 、 こ の タ イ ヤ は 、 耐 ハ イ ド ロ プ レ ー ニ ン グ 性 能 を 含 む 操 縦 安 定 性 能 と 雪 上
性 能 を 同 時 に 向 上 さ せ よ う と す る も の で 、 こ こ で も 旋 回 時 に お け る 荷 重 移 動 に よ り 接 地 圧
の 増 加 に 対 し て ブ ロ ッ ク 剛 性 を 高 め る こ と に つ い て は 特 に 考 慮 し て お ら ず 、 従 っ て 、 雪 面
用 空 気 入 り タ イ ヤ の 前 記 問 題 を 解 決 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 そ の 他 の 例 と し て 、 特 許 文 献 に 記 載 さ れ た も の で は な い が 、 従 来 用 い ら れ て い る
雪 面 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 例 を 図 ４ に 示 す 。
　 こ の タ イ ヤ １ ０ の ト レ ッ ド パ タ ー ン 形 状 は 、 ４ 本 の リ ブ 溝 （ 周 方 向 溝 ） １ ２ と こ の リ ブ
溝 １ ２ の そ れ ぞ れ と 交 差 す る 複 数 の ラ グ 溝 （ 幅 方 向 溝 ） １ ４ 、 及 び こ れ ら の 溝 １ ２ ， １ ４
に よ り 区 画 さ れ た ブ ロ ッ ク （ 陸 部 ） ２ ０ 、 ブ ロ ッ ク ２ ０ に 形 成 さ れ た 複 数 の サ イ プ ２ ２ か
ら な っ て い る 。 ラ グ 溝 １ ４ は 、 セ ン タ ー ブ ロ ッ ク 部 分 ２ ０ ｃ で は タ イ ヤ の 幅 方 向 に 、 か つ
そ こ か ら 装 着 外 （ Ｏ ｕ ｔ ） 側 ま た は 装 着 内 （ Ｉ ｎ ） 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て 配 置 さ れ て お り
、 こ れ ら の 溝 １ ２ ， １ ４ で 区 画 さ れ た ブ ロ ッ ク ２ ０ に 形 成 さ れ た 複 数 の サ イ プ ２ ２ は 、 そ
れ ぞ れ 前 記 ラ グ 溝 １ ４ と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 従 来 の 冬 用 タ イ ヤ は 、 図 示 の よ う に 幅 方 向 の 溝 成 分 、 サ イ プ 配 置 は 概 ね 左 右 対 称 で
あ る 。 こ れ は 装 着 内 側 、 外 側 が 均 等 入 力 で あ る こ と を 前 提 に し て 設 計 さ れ て い る た め で あ
り 、 雪 上 操 縦 安 定 性 に 影 響 の 大 き い 旋 回 時 の 重 量 移 動 に よ る 接 地 圧 分 布 の 変 化 に つ い て は
特 に 考 慮 さ れ て い な い 。
　 従 っ て 、 こ の 冬 用 タ イ ヤ で は 、 接 地 圧 分 布 が 高 く な る こ と に 対 応 し て ブ ロ ッ ク 剛 性 を 確
保 し 、 同 時 に 、 雪 面 に 対 す る 十 分 な 加 速 ・ 制 動 等 を 得 る と い う 背 反 関 係 に あ る 課 題 を 解 決
す る こ と は で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ ５ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ２ ９ ３ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 前 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な し た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 ト レ ッ ド
パ タ ー ン 及 び サ イ プ 配 置 等 を 工 夫 し 、 ま た 装 着 内 側 、 外 側 を 指 定 で き る 非 対 称 パ タ ー ン の
特 性 に 着 目 し 、 パ タ ー ン 成 分 及 び サ イ プ を 適 切 な も の と す る こ と に よ り 、 パ タ ー ン の 全 ネ
ガ テ ィ ブ 率 （ パ タ ー ン の 表 面 積 に 対 す る 溝 表 面 積 の 割 合 ） や エ ッ ジ 成 分 を 増 や す こ と な く
雪 上 性 能 、 特 に 雪 上 操 縦 安 定 性 を 向 上 さ せ る タ イ ヤ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 タ イ ヤ の 周 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 の リ ブ
溝 と 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の リ ブ 溝 と 交 差 す る 複 数 の ラ グ 溝 と 、 前 記 リ ブ
溝 及 び ラ グ 溝 に よ り 区 画 さ れ た リ ブ 又 は ブ ロ ッ ク か ら な る ト レ ッ ド パ タ ー ン を 備 え た 空 気
入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 リ ブ 又 は ブ ロ ッ ク に 複 数 の サ イ プ を 有 し 、 前 記 パ タ ー ン の リ ブ
溝 に 関 す る ネ ガ テ ィ ブ 率 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ り 、 前 記 パ タ ー ン の ラ グ 溝 に 関
す る ネ ガ テ ィ ブ 率 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 小 で あ り 、 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 ブ ロ
ッ ク 長 は 装 着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ り 、 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 サ イ プ 間 隔 は 装
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着 外 側 が 装 着 内 側 よ り 大 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 パ タ ー ン の シ
ョ ル ダ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 は 装 着 内 側 が 装 着 外 側 よ り 大 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 パ タ ー
ン の セ ン タ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 が 、 装 着 外 側 、 装 着 内 側 の ど ち
ら に お い て も 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 よ り
大 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 非 対 称 パ タ ー ン の 溝 配 置 及 び サ イ プ 配 置 を 規 定 し 、 接 地 圧 の 高 い 装 着
外 側 シ ョ ル ダ ー 部 で は ブ ロ ッ ク 剛 性 を 確 保 し 、 接 地 圧 の 低 い 装 着 内 側 シ ョ ル ダ ー 部 で は サ
イ プ 密 度 、 ラ グ 溝 成 分 に よ り エ ッ ジ 効 果 、 雪 柱 せ ん 断 力 を 確 保 す る こ と に よ り 、 と く に 、
旋 回 時 に お け る 雪 上 操 縦 安 定 性 を 確 保 し 、 良 好 な 雪 上 走 行 性 能 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ を 装 着 内 側 、 外 側 を 指 定 で き る 非 対 称 パ タ ー ン に し て 、 装 着
内 側 、 外 側 で そ れ ぞ れ エ ッ ジ 効 果 、 雪 柱 剪 断 力 と ブ ロ ッ ク 剛 性 に 対 す る 特 性 を 変 え る 。 つ
ま り 接 地 圧 の 高 い 装 着 外 側 シ ョ ル ダ ー 部 で は ブ ロ ッ ク 剛 性 を 確 保 し 、 接 地 圧 の 低 い 装 着 内
側 シ ョ ル ダ ー 部 で は サ イ プ 密 度 、 ラ グ 溝 成 分 に よ り エ ッ ジ 効 果 、 雪 柱 せ ん 断 力 を 確 保 で き
る よ う に し て 、 と く に 旋 回 時 に お け る 雪 上 操 縦 安 定 性 を 確 保 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の １ 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の ト レ ッ ド パ タ ー ン 形 状 を 展 開 し た 平 面 図 で
あ る 。
　 こ の タ イ ヤ １ ０ の ト レ ッ ド パ タ ー ン 形 状 は 、 前 記 従 来 の 空 気 入 り タ イ ヤ と 同 様 に 、 ４ 本
の リ ブ 溝 １ ２ と こ れ ら の リ ブ 溝 に そ れ ぞ れ 交 差 す る 複 数 の ラ グ 溝 １ ４ 、 及 び こ れ ら の 溝 １
２ ， １ ４ に よ り 区 画 さ れ た ブ ロ ッ ク ２ ０ 、 各 ブ ロ ッ ク ２ ０ に 形 成 さ れ た サ イ プ ２ ２ か ら な
り 、 ラ グ 溝 １ ４ は 、 セ ン タ ー ブ ロ ッ ク ２ ０ ｃ 部 分 で は タ イ ヤ １ ０ の 幅 方 向 に 、 か つ そ こ か
ら 装 着 外 （ Ｏ ｕ ｔ ） 側 ま た は 装 着 内 （ Ｉ ｎ ） 側 に 向 か っ て 傾 斜 し て 配 置 さ れ て お り 、 こ れ
ら の 溝 １ ２ ， １ ４ で 区 画 さ れ た ブ ロ ッ ク ２ ０ に 形 成 さ れ た 複 数 の サ イ プ ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ
前 記 ラ グ 溝 １ ４ と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ は 、 旋 回 時 に 接 地 圧 分 布 が 高 く な る 装 着 外 側
シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク ２ ０ ａ で は ブ ロ ッ ク 剛 性 を 確 保 す る た め 、 サ イ プ ２ ２ の 間 隔 を 広 く し
、 か つ ラ グ 溝 １ ４ の 幅 を 狭 く し て ラ グ 溝 成 分 を 下 げ 、 ま た 、 逆 に 装 着 側 内 側 シ ョ ル ダ ー ブ
ロ ッ ク ２ ０ ｂ で は 、 サ イ プ 密 度 を 上 げ か つ ラ グ 溝 １ ４ の 幅 を 広 く し て そ の 溝 巾 成 分 を 上 げ
る こ と で サ イ プ 増 加 及 び ラ グ 溝 幅 広 化 （ ブ ロ ッ ク 長 減 少 ） を 行 い 、 エ ッ ジ 効 果 を 確 保 し つ
つ 雪 柱 せ ん 断 力 を 確 保 し て い る 。 ま た 、 こ の よ う な ト レ ッ ド パ タ ー ン の 形 状 を 採 用 す る こ
と に よ り 、 装 着 外 側 部 分 で は ネ ガ テ ィ ブ 率 が 低 下 し そ の ま ま で は ウ エ ッ ト 性 能 が 悪 化 す る
た め 、 そ れ を 防 止 す る た め に リ ブ 溝 １ ２ 成 分 を 装 着 内 側 よ り も 大 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ト レ ッ ド パ タ ー ン を 備 え た 空 気 入 り タ イ ヤ を 車 両 に
装 着 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 平 面 図 で あ り 、 か つ 、 図 ２ Ｂ は 車 両 の 旋 回 （ こ こ で は 左 旋
回 ） 時 に お け る 荷 重 移 動 の 方 向 を 示 す 。
　 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 車 両 の 旋 回 時 に は 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 ロ ー ル に よ る 荷 重 移 動 で
旋 回 の 外 側 に 位 置 す る タ イ ヤ （ 外 輪 ） １ ０ の 荷 重 が 増 加 し 、 か つ タ イ ヤ １ ０ の 接 地 面 で は
横 入 力 に よ り 装 着 外 側 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク ２ ０ ａ の 接 地 圧 が 高 く な る 。 つ ま り 、 装 着 外 側
シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク ２ ０ ａ （ 図 ２ Ａ の 円 Ｙ で そ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す ） で は 接 地 圧 が 大 と
な り 、 そ の た め そ の 領 域 の ブ ロ ッ ク 剛 性 を こ れ に 耐 え る よ う に 大 き く し て い る 。 一 方 、 装
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着 内 側 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク ２ ０ ｂ （ 図 ２ Ａ の 円 Ｘ で そ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す ） で は 接 地 圧
が 小 で あ り 、 こ の 部 分 で は 雪 面 上 で の 加 速 ・ 制 動 の た め 、 エ ッ ジ 効 果 及 び 雪 柱 せ ん 断 力 が
大 に な る よ う に サ イ プ 密 度 を 上 げ か つ ラ グ 溝 １ ４ の 幅 を 広 く し て そ の 溝 巾 成 分 を 上 げ て い
る 。
　 車 両 旋 回 時 の 雪 上 操 縦 安 定 性 は シ ョ ル ダ ー 部 の 寄 与 が 大 き い た め 、 以 上 の よ う な ト レ ッ
ド パ タ ー ン 形 状 に す る こ と で 、 車 両 旋 回 時 に お い て も 雪 上 操 縦 安 定 性 が 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 装 着 外 側 と 装 着 内 側 の 各 成 分 に つ い て は 、 装 着 外 側 の ネ ガ テ ィ ブ 率 は 装 着 内 側 対
比 １ ０ ５ ～ １ ４ ０ ％ が 望 ま し く 、 装 着 外 側 の リ ブ 溝 成 分 は 、 装 着 内 側 対 比 １ ０ ２ ～ ４ ０ ０
％ が 望 ま し く 、 装 着 外 側 の ラ グ 溝 成 分 は 、 装 着 内 側 対 比 ２ ５ ～ ９ ５ ％ が 望 ま し く 、 装 着 外
側 の シ ョ ル ダ ー 部 ブ ロ ッ ク 長 は 、 装 着 内 側 対 比 １ ０ ５ ～ ２ ０ ０ ％ が 望 ま し く 、 装 着 外 側 の
シ ョ ル ダ ー 部 サ イ プ 間 隔 は 、 装 着 内 側 対 比 １ ２ ０ ～ １ ８ ０ ％ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 雪 上 μ （ ト ラ ク シ ョ ン ・ ブ レ ー キ ） の 発 生 メ カ ニ ズ ム は 図 ３ に 示 す よ う に 、 タ
イ ヤ 全 面 の 走 行 抵 抗 と な る 圧 縮 抵 抗 Ｆ ａ 、 推 進 力 と な る ブ ロ ッ ク 表 面 の 表 面 摩 擦 力 Ｆ ｃ 、
溝 部 の 雪 柱 せ ん 断 力 Ｆ ｂ 、 サ イ プ エ ッ ジ ・ ブ ロ ッ ク エ ッ ジ の エ ッ ジ 効 果 と か ら 成 る が 、 本
発 明 で は 装 着 外 側 で ブ ロ ッ ク 剛 性 を 確 保 し 、 装 着 内 側 で サ イ プ エ ッ ジ に よ る エ ッ ジ 効 果 及
び ラ グ 溝 １ ４ に よ る 雪 柱 せ ん 断 力 Ｆ ｃ を 確 保 す る こ と が で き る た め 、 パ タ ー ン 全 体 の エ ッ
ジ 成 分 、 ネ ガ テ ィ ブ 率 を 増 や す こ と な く 、 特 に 雪 上 操 縦 安 定 性 で 重 要 な シ ョ ル ダ ー 部 に お
い て ブ ロ ッ ク 剛 性 、 エ ッ ジ 効 果 、 雪 柱 せ ん 断 力 を 有 効 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 装 着 外 側 と 装 着 内 側 の 各 成 分 に つ い て は 、 装 着 内 側 の 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ
ジ 成 分 は 装 着 外 側 対 比 で １ ０ ５ ～ １ ８ ０ ％ が 望 ま し い 。 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 に お
け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 を 装 着 内 側 に お い て 装 着 外 側 に お け る よ り も 大 幅 に
大 き く す る こ と で 、 装 着 内 側 の エ ッ ジ 効 果 を 更 に 高 め る こ と が 出 来 る 。
　 ま た 、 前 記 パ タ ー ン の セ ン タ ー 部 （ 又 は セ ン タ ー ブ ロ ッ ク ） に お け る 単 位 幅 当 た り の サ
イ プ エ ッ ジ 成 分 を 装 着 外 側 、 装 着 内 側 の い ず れ に お い て も 前 記 パ タ ー ン の シ ョ ル ダ ー 部 に
お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 よ り 大 と す れ ば 、 旋 回 時 に 荷 重 移 動 に よ る 接 地 圧
分 布 の 変 化 を 受 け 難 い セ ン タ ー 部 に お い て エ ッ ジ 効 果 を 更 に 高 め 、 安 定 し た 雪 上 ト ラ ク シ
ョ ン ／ 雪 上 ブ レ ー キ 性 能 を 発 揮 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 場 合 、 セ ン タ ー 部 に お け る 単 位 幅 当 た り の サ イ プ エ ッ ジ 成 分 は 装 着 内 側 シ ョ ル ダ ー
部 対 比 １ ０ ２ ～ ２ ０ ０ ％ 、 装 着 外 側 シ ョ ル ダ ー 部 対 比 １ ０ ７ ～ ３ ５ ０ ％ で あ る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 実 施 例
　 リ ム 及 び 内 圧 は 、 Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ 　 Ｙ Ｅ Ａ Ｒ 　 Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ （ ２ ０ ０ ４ ， 日 本 自 動 車 タ イ ヤ 協 会
規 格 ） で 定 め る 適 用 リ ム 及 び 空 気 圧 － 負 荷 能 力 対 応 表 に 基 づ く も の と し 、 実 施 例 と し て 試
作 し た タ イ ヤ の タ イ ヤ サ イ ズ は １ ９ ５ ／ ６ ５ Ｒ １ ５ と し 、 ブ ロ ッ ク の 溝 深 さ は ９ ｍ ｍ 、 サ
イ プ 深 さ は 全 て ７ ． ５ ｍ ｍ と し 、 パ タ ー ン 形 状 は 従 来 品 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 装 置 外 側 シ
ョ ル ダ ー と 内 側 シ ョ ル ダ ー で 、 装 着 外 側 、 内 側 の ネ ガ テ ィ ブ 率 、 エ ッ ジ 成 分 、 リ ブ 溝 配 分
、 ラ グ 溝 配 分 、 シ ョ ル ダ ー ブ ロ ッ ク 長 、 シ ョ ル ダ ー 部 サ イ プ 間 隔 、 単 位 幅 当 た り の シ ョ ル
ダ ー エ ッ ジ 成 分 を 同 一 と し 、 他 方 、 本 発 明 の 実 施 品 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 装 着 外 側 シ ョ
ル ダ ー で は 装 着 内 側 シ ョ ル ダ ー に 比 し て そ の ブ ロ ッ ク 長 を 大 、 サ イ プ 間 隔 、 リ ブ 溝 巾 を 大
に す る と 共 に 、 装 着 内 側 シ ョ ル ダ ー 部 で は 装 着 外 側 シ ョ ル ダ ー に 比 し て サ イ プ 密 度 を 大 、
ラ グ 溝 の 巾 広 を 大 に 設 定 に し た 。 　 な お 、 全 体 の ネ ガ テ ィ ブ 率 は い ず れ も ３ ５ ％ 、 全 体 の
エ ッ ジ 成 分 も 同 等 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 試 験 は 上 記 そ れ ぞ れ の タ イ ヤ を ６ Ｊ － １ ５ の リ ム に 内 圧 ２ ０ ０ ｋ Ｐ ａ で 組 み 付 け 、 乗 用
車 に 装 着 し て 雪 上 で の 操 縦 安 定 性 テ ス ト を 行 っ た 。 雪 上 操 縦 安 定 性 テ ス ト は テ ス ト ド ラ イ
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バ ー に よ る フ ィ ー リ ン グ 評 価 で 行 っ た 。
　 そ の 結 果 は 表 １ に 示 す と お り で あ る 。 フ ィ ー リ ン グ 評 価 の 結 果 は フ ィ ー リ ン グ 評 点 の 指
数 で 表 現 し 、 指 数 大 が 良 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 雪 上 操 縦 安 定 性 は 、 従 来 品 を １ ０ ０ と し た と き 、 本 発 明
の 実 施 品 で は １ １ ７ と な っ て お り 、 そ の 雪 上 走 行 性 能 が 明 ら か に 向 上 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド パ タ ー ン を 示 す 展 開 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ を 車 両 に 装 着 し た と き の 配 置 構 成 を 説 明 す る た め の 平 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 雪 上 で の ト ラ ク シ ョ ン ・ ブ レ ー キ の 発 生 メ カ ニ ズ ム を 説 明 す る た め タ イ ヤ の 一 部
を 模 式 的 に し め し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド パ タ ー ン を 示 す 展 開 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ・ ・ ・ 空 気 入 り タ イ ヤ 、 １ ２ ・ ・ ・ リ ブ 溝 、 １ ４ ・ ・ ・ ラ グ 溝 、 ２ ０ ・ ・ ・ ブ ロ ッ ク
、 ２ ２ ・ ・ ・ サ イ プ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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